
Quick Reference

MD1230/MP1590 Family 
データクオリティアナライザ/IPネットワークパフォーマンステスタ/
ネットワークパフォーマンステスタ



 1

IP Network Measurement Division
1

MD1230/MP1590 Family ver.7.0MD1230/MP1590 Family ver.7.0
クイックスタートガイドクイックスタートガイド

アンリツ株式会社
IPネットワーク計測事業部

MBPMBP--1SG0603661SG060366--0000

 

 

IP Network Measurement Division
2

MD1230Bを倒れる危険性のない安全で安定した場所へ設置し
てください。

冷却ファンがMD1230B本体の背面に取り付けられています。
壁のような障害物などから10cm以上離して設置してください。

供給電源について、電圧範囲は 100 ～ 120 Vac または 200 
～ 240 Vac、周波数範囲は 50～ 60 Hz に対応しています。消
費電力は 600 Vac 以下です。

> 10cm

MD1230BMD1230Bの設置の設置
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MD1230B,MP1591Aは前面、MD1231A1は側面に電源スイッチがあります。

電源をOnにする場合
(1) 電源ケーブルをコンセントへ接続します。
(2) 電源スイッチをOnにします。

電源をOffにする場合
(1) MD1230B/31A1は、PCのようにShutdownを行って、電源をOffにします。
(2) MP1591Aは、測定が止まっている状態で、電源をOffにします。

電源スイッチ

電源投入手順電源投入手順
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測定の流れ測定の流れ

1. 立ち上げ

2. 共通設定-所有権取得、Port Setting

3. DUTとの接続

4. 物理層測定-リンク試験、クロック測定

5. BER測定

6. QoS測定

送信の設定、カウントの設定、マルチフローカウンタの設定

7. グループ設定

*MU120131A/32Aモジュールを測定に使って説明しています。
他のモジュールを測定する場合は、適宜置き換えてください。

 



 3

IP Network Measurement Division
5

測定の前に～測定の前に～VerVer7.07.0ののインストールインストール

ソフトウェアのアップグレードに関しては、“バージョンアップ手順
書”を参照してください。

※“バージョンアップ手順書”に従い、ファームウェアの更新、イン
ストールの確認、Unitへの接続を行ってください。

※旧バージョンでの設定を残しておきたい場合は、アップグレード
の前に、設定方法をSaveしておいてください。
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1.1.立ち上げ立ち上げ

電源をOnすると、セレクタ画面が立ち上がります。
“Main application”をクリックします。
(そのままにしておいても、15秒間経つと、自動的に測定画面に切り替わります。)
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2.2.共通設定共通設定--リザーブリザーブ
測定を開始する前に、測定対象のポートのリザーブを行ってください。

Unit1を右クリックし、“Reservation...”を選択し
てください。下記のように使用できるモジュール
のポートが選択できるようになっているので、
各ポートをチェックするか、“Check all”ボタンを
押してください。
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2.2.共通設定共通設定--ポート設定ポート設定

測定対象のポートのリザーブ後、ポート設定を行ってください。

Port1(Unit1:4:1)を右クリックし、“Port 
Setting...”を選択してください。
“IPｖ4”セレクト画面を開き、“IPv4 Address:”
“Netmask:” “Gateway:”を設定します。(数値
は任意。ここでは、順に、“192.168.0.1”
“255.255.255.0” “192.168.0.255”に設定)

“Reply to this port ARP request”および
“Reply to this port PING request”にチェック
します。(ARP,PINGを行う場合)

“MAC Address:” を設定します。(数値は任意。
ここでは、Unit1:4:1から引用し、“00-00-00-
01-04-01”に設定)
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2.2.共通設定共通設定--ポート設定ポート設定

測定対象のポートにVLAN Tag付きフレーム
が流れる場合は、“VLAN”セレクト画面を開き、
“TPID”を記入してください。
Through mode測定する場合は、“Mode:”
で”Through[Port1-Port2]”を選択してください。
(ここでは、“Normal”のままにします。)

※ Ver6.0までMU120121A/22Aにあった
“Enabled””Only VLAN Tagged 
Frames”のチェックはなくなりました。
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2.2.共通設定共通設定--ポート設定ポート設定

“Auto Negotiation”をOnにします。MU120131Aでは、“Capabilities To Be Advertised”の
全てにチェックを入れ、“Auto MDA/MDI-X”にもチェックを入れます。
“Test Pattern”で“Cross PRBS 31”を選択します。

※ MU120132Aでは、“Preamble”および“E-PON”にチェックを入れると、E-PON (GE-
PON)の測定が可能です。

※ MU120131/32Aでは、Test PatternにSingle PRBS9だけでなく、PRBS23、31も選択でき
るようになりました。

MU120131Aでの画面 MU120132Aでの画面
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2.2.共通設定共通設定--ポート設定ポート設定

※ MU120122Aにあった“Optical Send”機能は、
“Physical I/F”画面に移動になりました。
(“Physical I/F”画面は、MU120121Aにも追加
されました。)

Ver5.0/6.0での画面

同様に、その他のポートも設定します。
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3.3.DUTDUTとの接続との接続

DUT
対向試験

フレーム
転送試験 DUT

Tx

Rx

DUTと接続してください。(ここでは、フレーム転送試験の接続にします。)

Network

スルーモード

対向試験(1ポートのモニタリング)だけの
場合は、Port1に接続します。

DUTDUT

モニタリング

フレーム転送試験の場合は、Port1,2に
接続します。

DUT間のモニタリングの場合は、Port1,2
に接続し、スルーモードに設定します。
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測定したい項目を選択測定したい項目を選択

物理層測定～接続試験

物理層測定～クロック測定

物理層測定～PoEチェック

BER測定

QoS測定

Slide14Slide14Go to ...

Slide27Slide27Go to ...

Slide29Slide29Go to ...

Slide30Slide30Go to ...

Slide32Slide32Go to ...

 

 

IP Network Measurement Division
14

4.4.物理層測定物理層測定--Physical I/FPhysical I/F～～リンク試験リンク試験

Link Up/Down時のリンク試験が行えます。
Link flap

DUT

Link up

Link down

Link up
(On)

Link down
(Off)

Loop 
count

Link チェッカ
Link Flap中のリンク状況をモニタし、リンクエラーの検出が可能

MU120131A/32AMU120131A/32A
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4.4.物理層測定物理層測定--Physical I/FPhysical I/F～～リンク試験リンク試験

Physical I/F画面にて、Link Up/Down試験を行います。

MU120121A/22A
MU120131A/32A
MU120121A/22A
MU120131A/32A

MU120121Aでの画面

MU120131Aでの画面

マニュアルでLink Up/Downを切り替え、DUT
の動作が追従しているかを確認します。

※ MU120131/32Aでは、Link Up/Downだ
けでなく、Flapにて測定できます。

Flap機能を使い、On:10s, Off:1s間隔でLink 
Up/Downを100回繰り返したときに、復旧が
正常に行われるかを確認します。

※ MU120121Aでも、マニュアルでLink 
Up/Downを選択できるようになりました。
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4.4.物理層測定物理層測定--Physical I/FPhysical I/F～～リンク試験リンク試験

“No/Go Check”をOnにして、“Flap Setting”を開始します。

OKの場合 NGの場合

※ リンクが繋がった(Link Up)時は、“Status:”がOKを表示します。
リンクが復旧しなかった時は、NGを表示し、カウントが止まります。

MU120131A/32AMU120131A/32A
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4.4.リンク試験リンク試験～～Auto NegotiationAuto Negotiation解析解析

MU120112A/22A/32Aにて、Auto Negotiation解析が行えます。

オートネゴシエーション解析オートネゴシエーション解析 コードデータ送信機能コードデータ送信機能

リンクタイマー試験リンクタイマー試験

Port1

オートネゴシエーションシーケンスの確認
インタオペラビリティの確認
トラブルシューティングに活用

オートネゴシエーションシーケンスの確認
不正コードの受信動作機能試験

オートネゴシエーションの時間を

変更することによる動作の確認

Port 1
Thru Mode

Port 1 Port 2

Port 2 Port 1

Option-15Option-15
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4.4.リンク試験リンク試験～～Auto NegotiationAuto Negotiation解析解析

MU120112AでAuto Negotiation解析を行う場合は、セレクタ画面から、
Setup Utilityを起動し、“Auto Negotiation”モードにします。

Setup Utility

プルダウンメ
ニューで動作
モードを選択

“Firmware Functionality”画面を開き、Slot
で“Auto Negotiation”を選択してください。
Applyを押し、適用されたら、Exitし、測定画
面を開きます。

※ 今回は、MU120122A/32Aで測定するので、
この作業は必要ありません。

Option-15Option-15
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4.4.リンク試験リンク試験～～Auto NegotiationAuto Negotiation解析解析
リンク障害が起こったポートについて、Link Timer値を変えることで、測定
デバイスのLink Timerの互換性を確認します。

MU120132AのPort1(Unit1:5:1)を右クリックし、
“Port Setting...”を選択してください。
“Auto Negotiation”で“Timeout Enable”に
チェックを入れます。“Change Link Timer:”に
チェックを入れ、値(0～100ms)を設定します。

※ Link Timer値を0～100msの間で徐々に
変化させた時に、リンクが繋がる場合と
繋がらない場合が出てきます。規格は、
10～20msで接続可能となっています。
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Capture dataのリスト

Start / Stop

Auto Negotiation解析結果

captured portの選択

デコード機能により、 “Auto 
Negotiation”の詳細データを同
一画面にて詳細可能.

Capture and decode

4.4.リンク試験～リンク試験～Auto NegotiationAuto Negotiation解析解析 Option-15Option-15
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Captureデータからネットワークデバイ
スの Auto Negotiationステータスの推
測機能を搭載。それぞれの装置の状
態を一目で把握できます。DUT-A

DUT-B

MD1230A

Auto Negotiation ステータスの推測機能

4.4.リンク試験～リンク試験～Auto NegotiationAuto Negotiation解析解析 Option-15Option-15
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Trigger Setting Screen Filter

MD1230A は“Auto Negotiation”の状態が変化したときだけデータを取得するため、
必要なデータだけをキャプチャします。 さらに、Triggerや Screen filter機能を合
わせることで、素早く、効率的なトラブルシュートを実現します。

効率的な トラブルシューティング

4.4.リンク試験～リンク試験～Auto NegotiationAuto Negotiation解析解析 Option-15Option-15
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キャプチャ中にMII register を可変

MII Registers

キャプチャ中にMII registerを可変
可能。 “PHY reset”や “Restart 
Auto-Negotiation” といった動作を
ケーブルを抜くことなく実行出来ま
す。DUT-A

MD1230A

Port1

MII registersの変更

Data Capture

4.4.リンク試験～リンク試験～Auto NegotiationAuto Negotiation解析解析 Option-15Option-15
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DUT-A
MD1230A

Port1

Auto Negotiation コードデータの送信

• Auto Negotiationコードデータの送信
• 最大256種類の シーケンスパターンを登録
• コードデータの送信と“Auto Negotiation”のキャプチャを同時に実行

• Auto Negotiationコードデータの送信
• 最大256種類のシーケンスパターンを登録
• コードデータの送信と“Auto Negotiation”のキャプチャを同時に実行

Auto Negotiation 
コードの送信

“Auto Negotiation”のシーケンス確認
異常テストの実施

4.4.リンク試験～リンク試験～Auto NegotiationAuto Negotiation解析解析 Option-15Option-15
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最大256種類のコードデータ を シーケンシャル
に送信可能。コードデータの編集はプルダウン
メニューで簡単に選択できます。

送信 On/ Off

送信パターン
をチェックボ
ックスにて選
択

Auto Negotiation コードデータの編集

4.4.リンク試験～リンク試験～Auto NegotiationAuto Negotiation解析解析 Option-15Option-15
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DUT-A
MD1230A

コードデータの送信

Auto Negotiationのレスポン
スをキャプチャ＆解析

測定例

独自のAuto Negotiationテストシーケンスを送信
レスポンスシーケンスの正常動作を確認

異常コードデータを送信

異常発生時のレスポンスシーケンスに問題がないか

を確認

4.4.リンク試験～リンク試験～Auto NegotiationAuto Negotiation解析解析 Option-15Option-15
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4.4.物理層測定物理層測定--Physical I/FPhysical I/F～～クロック測定クロック測定

周波数測定機能では、DUTのクロックが±100ppmの規格内かどうか、
クロック可変機能では、クロックスピードが変った時にネットワーク設備が 正
しく動作するかどうか、
を評価できます。

DUT

リンクテスト
-100 ppm ok?
+100 ppm ok?

リンクテスト フレーム転送試験

DUT

フレーム転送試験
–100ppm ok?
+100ppm ok?

Tx

Rx

MU120121A/22A
MU120131A/32A-01
MU120121A/22A
MU120131A/32A-01
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4.4.物理層測定物理層測定--Physical I/FPhysical I/F～～クロック測定クロック測定

Physical I/F画面にて、クロック測定を行います。

MU120121A/22A
MU120131A/32A-01
MU120121A/22A
MU120131A/32A-01

MU120121Aでの画面

MU120131A(Opt.01有り)での画面

※ MU120121A/22Aに周波数測定機能が
追加されました。

① 周波数が±100ppm範囲内に収まっていること
を確認してください。

①

①

複数ポートの周波数モニタが可能。
長時間モニタにはLog機能が利用可能。

② クロックを±100ppm範囲内で可変させて、エ
ラーやリンクダウン等が発生しないか、クロック
耐性試験が行えます。②

②

※ MU120131/32Aでは、1モジュールに対
して可変値を2つ設定できます。
MU120131A はPort1～4，5～8，9～12 に対してどちらのクロッ

クを使用するか選択が出来ます。MU120132A は各ポートに対
してどちらのクロックを使用するか選択が出来ます。

※ MU120121/22Aクロック可変機能は、この画面に変更になりました。
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4.4.物理層測定物理層測定--Physical I/Physical I/FF～～PoEPoE給電チェック給電チェック

MU120131Aでは、PoE簡易チェックができます。
PoEにチェックを入れると、PoEクラス分けが表示されます。

MU120131A-02MU120131A-02

MU120131A(Opt.02有り)での画面

0 to 30v: Off (0 - 30v)
31 to 42v: Under (31 - 42v)
43v : Normal (43v -)

0 to 30v: Off (0 - 30v)
31 to 42v: Under (31 - 42v)
43v : Normal (43v -)
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5.BER5.BER測定測定--Packet BERPacket BER

Preamble
8 bytes

FCS
4 bytes

Data
Single PRBS9 

Cross PRBS23, 31

IFG
12 bytesHeader

DUT

Rate / Programmable rate

Error 挿入

Packet BER測定では、EthernetフレームのData fieldにPRBS patternを挿入した
フレームを送信し、受信側で、このBERを測定できます。
また、任意のRateでErrorを挿入できます。

Option-11Option-11
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5.BER5.BER測定測定--Error InsertionError Insertion
Error Insertion画面にて、Error挿入時のBER測定を行います。

Typeで“Cross PRBS Error”を選択します。
Timingで“Programmed Rate”を選択し、
Programmed Rateに1.1E-9と記入します。

[Error]ボタンを押すと、Errorを挿入できます。

※ Line Errorの選択もこの画面で選択できます。

Option-11Option-11
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QoS test
優先制御システムの確認

各クライアントデータの品質確認

ネットワークのパフォーマンス確認

QoS test
優先制御システムの確認

各クライアントデータの品質確認

ネットワークのパフォーマンス確認

40Mbit/s

QoS Control
ID1: 10M bps
ID2: Best Effort
ID3: Best Effort
ID4: 100% cut

20Mbit/s

ID1: 10M
ID2: 10M
ID3: 10M
ID4: 10M

ID1:10M
ID2:5M
ID3:5M
ID4:0M

6.6.QoSQoS測定測定

QoS測定を行えます。

優先制御
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6.6.QoSQoS測定～測定～TxTx StreamStream作成作成 –– Frame SettingFrame Setting
“Tx Stream”で“Add”を押して、ストリームを作成してください。

“Edit...”を押してストリームの編集を行います。
“Frame Setting”の“General”で“Frame Length”
を設定します。

VLANにチェックを入れ、“Edit...”を押します。
“User Priority:”をあげることによって、データ転
送の優先度をあげることができます。
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6.6.QoSQoS測定～測定～TxTx StreamStream作成作成 –– Stream SettingStream Setting
“Stream Control”の“Distribution:”で“Continuous”を選択します。

“Inter Frame Gap:”を設定することで、転送レー
トを変更します。
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6.6.QoSQoS測定～測定～CounterCounter表示の設定表示の設定

[Display Option]ボタンを押し、カウンタ表示画面の設定します。

※ 各項目の表示は、上下に変更できます。

※ Default表示設定を3種類設定できます。

※ カウンタ表示は、Current/Accumulatedど
ちらか一方または両方表示が可能です。

PoEアラーム結果を見たい場合は、チェックを
入れます。

“Preamble CRC Error”にチェックを入れると、
E-PONフレームのErrorをカウントできます。
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6.6.QoSQoS測定～測定～MultiMulti--flow counterflow counterの設定の設定

Flow:  256 flow / port
Flow 条件: 最大4つのID  (16bit * 4)
測定項目: Transmit / Receive frames

Transmit / Receive bit
Rate
Latency
Sequence error

40Mbit/s

QoS Control
ID1: 10M bps
ID2: Best Effort
ID3: Best Effort
ID4: 100% cut

20Mbit/s

ID1: 10M
ID2: 10M
ID3: 10M
ID4: 10M

ID1:10M
ID2:5M
ID3:5M
ID4:0M

優先制御

Real Time測定は1台で256 Flowまで
それ以上はStatisticsモードで対応

MU120131A/32Aでは、カウンタ画面にマルチフローカウンタも含まれます。

MU120121A/22A
MU120131A/32A
MU120121A/22A
MU120131A/32A
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6.6.QoSQoS測定～測定～MultiMulti--flow counterflow counterの設定の設定

40Mbit/s

QoS Control
ID1: 10M bps
ID2: Best Effort
ID3: Best Effort
ID4: 100% cut 20Mbit/s

ID1: 10M
ID2: 10M
ID3: 10M
ID4: 10M

ID1:10M
ID2:5M
ID3:5M
ID4:0M

優先制御

ID 1 ～4のデータストリームのIPアドレス
をFlow振り分け条件として設定

Step1
Flow条件の設定
Step1
Flow条件の設定

MU120121A/22A
MU120131A/32A
MU120121A/22A
MU120131A/32A
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6.6.QoSQoS測定～測定～MultiMulti--flow counterflow counterの設定の設定

40Mbit/s

QoS Control
ID1: 10M bps
ID2: Best Effort
ID3: Best Effort
ID4: 100% cut 20Mbit/s

ID1: 10M
ID2: 10M
ID3: 10M
ID4: 10M

ID1:10M
ID2:5M
ID3:5M
ID4:0M

優先制御

設定したFlow毎のス
ループットを確認

Step2
Flow毎の測定
Step2
Flow毎の測定

Flow毎のスループットをグラフで確認

Flow毎のレイテンシ（遅
延）を確認

ID1 →
ID2 →
ID3 →
ID4 →

MU120121A/22A
MU120131A/32A
MU120121A/22A
MU120131A/32A
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7.7.カスタムカウンタの設定カスタムカウンタの設定

グループ設定を行うことで、RFC2544自動テストと同じように、複数ポート
間の任意の組み合わせで、送受信が行えます。

全組み合わせ(Fully Meshed)、2グループ間の総組み合わせ(Partially 
Meshed)、1対１(One to One)で測定が行えます。

Fully Meshed Partially Meshed One to One

※ DUTの全ポート組み合わ
せチェックに使用できます。

※ 1対多の測定(マルチキャス
トやPON測定等)にも使用
できます。

※ 1対1の組み合わせでの複
数同時送信に使用できま
す。
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その他の測定機能その他の測定機能

到着時間分布/レイテンシ分布測定

プロトコルエミュレーション機能

等が行えます。
Ch2

Server(Encode) Client (Decode)

R

SW

遅延分布測定

遅延時間のばらつきをヒストグラム表示
→ トラフィックのゆらぎを確認
→ フィルタ機能で任意Flow（サービ
ス）を抽出してゆらぎを確認可能

遅延分布測定画面
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お役立ち機能お役立ち機能
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レポート機能レポート機能

ポーズ機能
追加

HTML形式によるレポートが出力でき
ます。(外部PCでも表示・印字が可能
です。)

※ カウンタ、マルチフローカウンタ、レイ
テンシ、キャプチャ、RFC2544、
RFC2889に対応しています。(測定結
果をグラフ付きで保存可能。また、測
定条件も同時に保存可能なので、後
から測定結果の分析を行うのに便利
です。)

※ ポーズ機能により測定途中の結果も
レポートに保存できます。
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Tree view iconTree view icon をクリックする
か、正面パネルのTree view Tree view 
keykey を押して、 Tree viewの
On/Offを切り替えます。

ツリービューツリービュー

ソフトウェアや機能に対応したユニット構成は、Tree viewTree viewとして画面の左側に表
示されます。ユニット・ポート設定、グループ設定は、このTree viewにて行います。

 

 

IP Network Measurement Division
44

セーブセーブ / / ロードロード

測定条件や測定結果の保存は、画面上部のFDのアイコンで実施します。送信、カウンタ、キャプチャなどの
測定実施中は使用できないので、測定をとめてからご利用ください。

セーブ/ロードの対象は
Unit：すべてのModule, Portが対象
Module：選択したModule内のPortが対象
Port：選択したPortのみ対象
の3種類があります。ロード時にはセーブ時の対象と同じ対象
を指定しないとエラーになります。

セーブ/ロードの対象は
Unit：すべてのModule, Portが対象
Module：選択したModule内のPortが対象
Port：選択したPortのみ対象
の3種類があります。ロード時にはセーブ時の対象と同じ対象
を指定しないとエラーになります。

測定条件 / 結果のセーブ / ロードが可能です。

すべての測定を止めます。

セーブ/ロードの対象をTree 
Viewから選択。

Save…もしくはLoad…を選択。
保存先/読込先を選択。

保存項目/読み込み項目を選択。

実行
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セーブセーブ / / ロード～ロード～スピード改善スピード改善

全ポートのStream設定一括セーブ・ロードのスピードが速くなりました。

※従来のテキストファイル出力に加えてバイナリのイメージ転送方式が追加されました。
※ストリームを多数設定しているお客様に効果的です。
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①印刷
画面右上のプリンタボタンを押し、Print…を選択します。Print対象を選択し、印刷します。表示している画面に
より、印刷可能なアイテムが異なります。

印刷印刷 / / スクリーンコピースクリーンコピー

表示されている画面により、プ
リントできる項目が異なります。
項目を選択してプリントボタンを
押してください。

①

保存形式：BitmapとJPEG
から選択できます。

保存場所選択
（OutputがFileの
場合のみ有効

Output先選択②

②スクリーンコピー
画面右上のプリンタボタンを押し、Screen Copy Setting…を選択します。スクリーンコピーの出力先、保存先、
画像フォーマットを設定します。フロントパネルのScreen Copyボタンを押すと、表示されている画面が保存
されます。
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Fin.Fin.
Thank you very much!!Thank you very much!!
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②

1.1.立ち上げ～ファームウェア更新立ち上げ～ファームウェア更新

セレクタ画面が立ち上がったら、Setup Utilityを起動します。

Setup Utility

① “Download”画面を開き、“Auto”を選択し、
“Execute”を押してください。

画面が下記のように全て“Complete”に
なったら、完了です。Exitで画面を閉じ
てください。

①

② 自動的に更新できるファイルが表示されますの
で、OKを押してください。更新時間は、モジュー
ル数(ポート数)にもよりますが、だいたい1時間
程度かかります。
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4.4.物理層測定物理層測定--Physical I/FPhysical I/F～～クロック測定クロック測定

Physical I/F画面にて、クロック測定を行います。

MU120121A/22A
MU120131A/32A-01
MU120121A/22A
MU120131A/32A-01

MU120121Aでの画面

MU120131A(Opt.01有り)での画面

※ MU120121A/22Aに周波数測定機能が
追加されました。

① 周波数が±100ppm範囲内に収まっていること
を確認してください。

①

①

複数ポートの周波数モニタが可能。
長時間モニタにはLog機能が利用可能。

② クロックを±100ppm範囲内で可変させて、エ
ラーやリンクダウン等が発生しないか、クロック
耐性試験が行えます。②

②

※ MU120131/32Aでは、1モジュールに対
して可変値を2つ設定できます。
MU120131A はPort1～4，5～8，9～12 に対してどちらのクロッ

クを使用するか選択が出来ます。MU120132A は各ポートに対
してどちらのクロックを使用するか選択が出来ます。

※ MU120121/22Aクロック可変機能は、この画面に変更になりました。
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